
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  自家消費と消費税 

Ｑ：私は小売業を営む個人事業者ですが、

商品を自家消費した場合、消費税はどのよう

に取り扱われるのですか？  

 

Ａ：一定の金額を課税売上として計算しま

す。 

【解説】 

消費税は、事業者が事業として対価を得た

取引が課税対象になりますので、無償取引は

原則、課税対象にならないのですが、個人事

業者が商品などを自家消費した場合や事業用

資産を家事使用した場合は、例外的に課税対

象にすることとしています。 

この場合の課税売上となる金額は、資産の

種類に応じ次のように取り扱うこととされて

います。 

① 棚卸資産 

「仕入金額」と「通常の販売価額の５０％

相当額」のいずれか大きい金額 

② ①以外の資産 

その資産の時価 

なお、この場合の簡易課税の事業区分は、

小売ということで第二種事業として取り扱わ

れることとなっています。 

ちなみに、所得税において自家消費した場

合は、次の金額のうちいずれか大きい金額を

総収入金額に算入すればいいことになってお

り、消費税の取扱いとは少し違った取扱いに

なっていますので注意しておいてください。 

 ①「仕入金額」 

 ②「通常の販売価額の７０％相当額」 

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００９年）平成２１年  火曜日  月４  １ 日  ４

発行所 株式会社 
大阪市中央区備後町２－４－６ 
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

 

3 7 3 8  

 

号 


